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下
請
構
造
の
改
善
、
女
性
の
活
躍
推
進
な
ど
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
や
働
き
方
の
改

革
に
関
す
る
取
組
み
は
着
実
に
前
進
し
て
お
り
、
本
年
も
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
一
層
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

特
に
、
技
能
に
見
合
っ
た
処
遇
の
確
保
と
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、官
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
秋
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
も
と
に

積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
性
の
向
上
に
関
し
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
が
昨
年
を
「
生
産
性
革
命
元
年
」
と

位
置
付
け
、i

‐Construction

を
中
心
に
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
建
連
に
お
い
て
も
「
生
産
性
向
上
推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
四
月
、
建
設

業
界
と
建
設
企
業
が
一
丸
と
な
っ
て
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
た
め
の
指
針
で
あ
る
「
生

産
性
向
上
推
進
要
綱
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
本
要
綱
に
基
づ
く
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
優
良
事
例
の
公
開

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、会
員
企

業
は
も
と
よ
り
、
わ
が
国
建
設
業
界
全
体
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
創
生
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
対
応
、
環

境
対
策
、
工
事
事
故
の
防
止
、
品
質
の
確
保
・
向
上
、
広
報
活
動
な
ど
従
来
か
ら
行
っ
て

き
た
諸
活
動
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
と
と
も
に
、
建
設
業
の
魅
力
の
向
上
と
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
微

力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
や
米
国
大
統
領
選
挙
結
果
な
ど
、
世
界
の
社
会
的
・

経
済
的
な
潮
流
の
大
き
な
変
化
を
感
じ
る
一
年
で
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た

国
際
情
勢
の
不
確
実
性
に
加
え
、
財
政
健
全
化
の
遅
れ
や
生
産
労
働
人
口
の
減
少
と
い
っ

た
要
因
か
ら
、
国
内
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
秋
以
降
の
政
府
に
よ
る
「
未
来
投
資
会
議
」
な
ど
で
は
、
人
口
減
少
下
に

お
い
て
も
、
社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
経
済
成
長
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
明
確
な
考
え
が
示
さ
れ
て
お
り
、
私
も
深
く
共
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
資
本
の
整
備
・
維
持
の
観
点
か
ら
は
、
戦
略
的
投
資
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト

ッ
ク
効
果
を
最
大
化
し
、
生
産
性
向
上
に
直
結
す
る
経
済
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
同
時
に
、
昨
年
の
熊
本
地
震
や
北
海
道
・
東
北
地
方
の
台
風
被
害
の
よ
う
な
頻

発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

そ
う
し
た
社
会
資
本
整
備
を
担
う
わ
れ
わ
れ
建
設
業
が
、
今
後
も
生
産
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
処
遇
改
善
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
、
さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上

に
努
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
述
の
「
未
来
投
資
会
議
」
の
第
一
回
会
議
で
は
、
私
も
建

設
業
を
代
表
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
安
倍
総
理
か
ら
「
建
設
現
場
の
生
産
性

を
二
〇
二
五
年
ま
で
に
二
割
向
上
を
目
指
す
」
と
い
う
力
強
い
目
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
土
木
本
部
で
は
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
や
団
体
な

ど
、
産
学
官
の
連
携
を
強
化
し
、
総
合
的
な
処
遇
改
善
や
、「i

‐Construction

」
の
推

進
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
年
も
関
係
各
位
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
十
九
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
国
民
の
防
災
・
減
災
へ
の
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
、

日
建
連
は
、
発
災
か
ら
一
年
後
、『
日
建
連
建
築
宣
言
』
と
し
て
「
建
築
の
安
全
・
安
心
の

確
保
」
他
の
方
針
を
公
表
し
、
耐
震
化
の
促
進
に
資
す
る
技
術
開
発
や
既
存
建
築
物
の
耐

震
改
修
手
法
の
提
案
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
官
民
を
挙
げ
た
取
組
み
が
奏
功
し
、

学
校
・
病
院
な
ど
の
耐
震
化
は
着
実
に
進
み
ま
し
た
が
、
昨
年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
で
旧
耐
震
基
準
の
多
く
の
建
築
物
が
倒
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
特
に
、
災
害
時
に
救
難
・

救
護
の
拠
点
と
な
る
公
共
建
築
の
一
層
の
安
全
性
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
は
、
人
々
の
生
命
と
財
産
を
守
る
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
一
度
こ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
建
築
物
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
国
土
強

靭
化
へ
の
対
応
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
な
ど
、
多
様
化
・
高
度
化
し
た
社
会

の
要
請
に
応
え
る
良
質
な
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
築
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
設
計
・
施
工
・
制
度
・
技
術
開
発
・
住
宅
な
ど
の
建

築
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
改
め
て
『
日
建
連
建
築
宣
言
』
に
掲
げ
た
理
念

を
実
践
し
、
建
築
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向
け
て
、
建
設
技
能
者
の
技
能
・
経
歴
な
ど

の
〝
見
え
る
化
〞
を
目
指
す
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
稼
働
を
支
援

し
、
建
設
産
業
全
体
の
生
産
性
の
底
上
げ
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
関
係
省
庁
の
ご
指
導
の
も
と
、
関
連
す
る
各
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
建
設

業
の
社
会
的
役
割
を
果
た
す
べ
く
精
力
的
に
各
種
活
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
倍
旧

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

求
め
ら
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築
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建
設
技
能
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処
遇
改
善
と

生
産
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の
向
上
に
向
け
て

　

平
成
二
十
九
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
熊
本
地
震
や
鳥
取
地
震
、
夏
の
台
風
被
害
な
ど
大
規
模
な

自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
と
ご
関
係
の
皆
様
に
は
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
建
連
は
、
建
造
物
の
防
災
・
減
災
対
策
は
も
と
よ
り
、
災
害
協
定
に
基
づ
き
発
災
直

後
か
ら
応
急
復
旧
や
技
術
者
派
遣
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
安
全
・
安
心
な
国
土
づ
く
り
に
向
け
て
業
界
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く

指
定
公
共
機
関
と
な
っ
た
日
建
連
と
し
て
、
一
朝
事
あ
ら
ば
総
力
を
挙
げ
て
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
建
設
業
界
の
持
つ
社
会
的
役
割
を
今
後
も
果
た
し
続
け
る
た
め
に

も
、
一
昨
年
春
に
公
表
し
た
「
再
生
と
進
化
に
向
け
て

│
建
設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
、
若
者
を
中
心
に
九
〇
万
人
の
新
規
入
職
者
の
確
保
と
三
五
万
人
の
省
人
化
と
い
う
目

標
を
掲
げ
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
生
産
性
の
向
上
を
両
輪
と
す
る
各
取
組
み
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

社
会
保
険
未
加
入
対
策
の
推
進
、
賃
金
の
改
善
、
雇
用
の
安
定
、
休
日
の
拡
大
、
重
層

年
頭
所
感

平
成
二
十
九
年


